
子どもたちのよさを伝える 
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改めて ちがいのちがいを 考えた 大事なことは 受け止め方か？ 

「あっていいちがい」と「あってはいけないちがい」について考え合った授業の様子を

学習カードの記述により紹介します。 

改めて思うと悩むことがあるなと

思った授業でした。（洸さん） 

普段の生活の中にもたくさんのちがい

があることに気づけてよかった。 

ちがいのことを考えてみると、そのち

がいの中にもちがいがたくさんあるんだ

なと思った。（貫汰さん） 

呼び捨てで言われるのはやっぱり怖い

から呼び捨てはよくないと思うけど、先

生によってちがうと思う。（明衣さん） 

あってもいいちがいだと思う。お年寄

りが乗ってきたら交代してあげるとよい

と思う。（望さん） 

同じように思った。授業中はさんやくん

をつけた方がいいと思う。（薫也さん） 

 初めて会う人や友だちになったばか

りの人には「さん」づけするけれど、

ずっと仲良くしている人とは「ちゃ

ん」やあだ名で呼んでいるし、その方

が気軽に色々なことを言える感じがす

る。（稟生さん） 

人はそれぞれちがいがあるから、その人のちがいも受

け止めてあげればいいと思う。（一葉さん） 

でも差別は絶対にダメ！ 

 


